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対談 森 資料 

2021/6/26 

岩倉具視米欧使節団   ◆明治 4年 11月（1871）～6年 9月(1873)◆ 

 

横浜から米国へ出発し、  

イギリス、フランス、ベルギー、 

オランダ、 ドイツ、ロシア、 

デンマーク、スウェーデン、イタリア、    

オーストリア、スイス を訪問。 

 

各国で宮殿、公園、主要施設、 

万国博覧会を見学 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち帰った「写真帳」  

 

 

 

 

 

 

      パリ ベルサイユ宮殿 
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国宝迎賓館「赤坂離宮」 

宮内省内匠寮 技監 片山東熊     内匠寮 内苑課長 福羽逸人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『赤坂離宮七不思議』 前迎賓館長 小林 秀明  抜粋 

このため西洋宮殿風の明治宮殿の建設を提唱し、挫折した人達が、その後計画された新東宮御

所においてその夢を実現しようとしたものと思われます。その中心人物がジョサイア・コンドル

の４人の直弟子の一人、片山東熊でした。彼は、長州出身で、若い時に高杉晋作の奇兵隊に属し

ていた勤王の志士でした。その後、建築の道を志し、工部大学校（現在の東京大学工学部の前身）

に入学して、ジョサイア・コンドルの門下生となりました。 

 

しかし、片山東熊一人では、その夢を実現することはできなかったでしょう。煉瓦造りの西洋

風宮殿の建設に対しては、費用や耐震性の見地から、反対論も強かったからです。ところがそこ

に強い味方が現れました。平成 22年のＮＨＫ大河ドラマ「竜馬伝」にもあらわれた田中光顕（み

つあき）です。土佐藩士の彼は、武市半平太の尊王攘夷運動に傾倒し、後に脱藩して長州に逃れ、

高杉晋作の弟子となりました。こうした経緯から、田中光顕と片山東熊の間には親交があったと

思われます。 

 

田中光顕は、その後明治政府に出仕し、内閣書記官長、警視総監、学習院院長などの要職を歴

任した後、明治 31年 2月に宮内大臣に就任しました。田中宮内大臣は、同年 8月に宮内省の中に

東宮御所造営職を設置し、その技監に片山東熊を任命しました。こうして、西洋宮殿風の東宮御

所を建設するという片山東熊の長年の念願が実現するに至ったのです。  
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明治 4年（辛 未
かのとひつじ

）1月 27日辞令 

正七位 

守監督正 

藤原朝臣 

光顕 

 

右大臣 

従一位 

藤原朝臣 

（三条）実美 

宣 

 

大辧（だいべん） 

従三位 

藤原朝臣 

（坊城
ぼうじょう

）俊
とし

政
ただ

 

奉行 

 

 

明治４年７月の主な人事 

 

[太政大臣] 三条実美   [右大臣] （欠員、後岩倉具視） 

 [参議] 木戸孝允、西郷隆盛、板垣退助、大隈重信 

神祇省 [卿]（欠員）[大輔]（欠員） 大蔵省 [卿]大久保利通 [大輔]井上馨    

兵部省 [卿]（欠員）[大輔]山県有朋  

司法省 [卿]（欠員、後江藤新平）[大輔]佐佐木高行    

宮内省 [卿]（欠員） [大輔]万里小路博房 

外務省 [卿]岩倉具視 [大輔]寺島宗徳  工部省 [卿]（欠員） [大輔]後藤象二郎 

文部省 [卿]大木喬任 [大輔]江藤新平    

開拓使 [長官]東久世通禧 [次官]黒田清隆  東京府 [知事]由利公正 

  

             明治４年７月制定 （太政官制Ⅱ） 

 

太政官 

                    ├───┬──┬──┬───┬───┐ 

                    │   正院 左院 右院  元老院 大審院 

  ┌───┬────┬────┬───┼───┬───┬───┬───┬───┬──┬─┐ 

 神祇省 大蔵省  兵部省  司法省 宮内省 外務省 工部省 文部省 内務省 開拓使 府 県 

（教部省）  （陸軍省・海軍省） 
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官

の

種

類 

等

級 
位階 

月給 

円 

太政官 

正院 
元老院 省 

一

等

寮 

二 

等 

寮 

三 

等 

寮 

一 

等 

司 

二 

等 

司 

陸 

海 

軍 

勅 

任 

官 

１等 

一位 

二位 

三位 

８００ 

６００ 

５００ 

太政大臣 

左右大臣 

参議－ 

議長 

副議長 

議官 

 

 

卿 

    

 

 

大将 

２等 四位 ４００     大輔     中将 

３等 
正 五

位 
３５０ 大内史   少輔 頭       少将 

奏 

任 

官 

４等 
従 五

位 
２５０ 

権 大 内

史・大外

史 

大 

書記官 
大丞 

権

頭 
頭     大佐 

５等 
正 六

位 
２００ 

権 大 外

史・少内

史 

権大 

書記官 
少丞 助 権頭 頭   中佐 

６等 
従 六

位 
１５０ 

権 少 内

史・少外

史 

少 

書記官 
  

権

助 
助 権頭 正   少佐 

７等 
正 七

位 
１００ 権少外史 

権少 

書記官 
    権助 助 権正 正 大尉 

判 

任

官 

８等   ７０ 大主記 
大 

書記生 
大録 大属、大技師 大令史 中尉 

９等   ５０ 権大主記 
権大 

書記生 

権 

大録 
権大属、中技師 権大令史 少尉 

１０

等 
  ４０ 中主記 

少 

書記生 
中録 中属、少技師 中令史 

少 尉

補 

１１

等 
  ３０ 権中主記 

権少 

書記生 

権 

中録 

権中属、大技手、

大手 
権中令史 曹長 

１２

等 
  ２５ 少主記   少録 

少属、中技手、 

中手 
小令史 軍曹 

１３

等 
  ２０ 権少主記   

権 

少録 

権少属、少技手、

少手 
権小令史 伍長 

１４

等 
  １５ 大舎人   筆生 

史生、大技生、 

技術心得 
    

１５

等 
  １２     省掌 

寮掌、中技生、技

術見習 
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三菱財閥 岩崎家 

 

岩崎彌太郎（三菱初代） 

◆土佐商会→海援隊→九十九商会        

 →三菱商会 

◆西南の役、陸軍物資輸送で富を得る 

 

 

 

 

 

 

岩崎彌之助（２代・弟） 

◆日本銀行頭取 

◆日本刀剣会資金援助 

◆田中伯に久弥の仲人を依頼 

◆明治 35年 渋沢氏と欧米視察 

 

 

 

 

岩崎久彌（３代・長男） 

◆田中伯媒酌人 

◆上野岩崎家本邸建設 

 洋館設計 J・コンドル 

 棟梁大河喜重郎（→蕉雨園） 

◆別荘・三養荘建設（伊豆長岡） 

◆多摩聖蹟記念館 財政援助 

 

 

 

岩崎小彌太（４代・甥） 

◆静嘉堂文庫美術館 
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高額所得者番付表 

  ”俸給”ではありませんが、高額所得者の年収を紹介します。 

 明治２０年の数字です。 元大々名と、新興財閥が多いです。 

 

順位 高額所得者 年収 備 考 

１ 岩崎久弥 ６９６，５９６円 三菱財閥（弥太郎の子） 

２ 岩崎弥之助 ２５０，６６４円 三菱財閥（弥太郎の弟） 

３ 毛利元徳 １７３，１６４円 元長州藩主 

４ 前田利嗣 １４５，５４３円 元加賀藩主 

５ 原 六郎 １１７，０６２円 但馬出身の実業家（帝国ホテルの設立者） 

６ 島津忠義 １１１，１１６円 元薩摩藩主 

７ 細川護久 ９８，３５４円 元肥後藩主 

８ 渋沢栄一 ９７，３１６円 実業家（第一国立銀行の設立者） 

９ 住友吉左衛門 ７７，３５１円 住友財閥  

１０ 徳川茂承 ７４，８４２円 元紀伊藩主 

１１ 徳川義礼 ７２，５８６円 元尾張藩主 

１２ 池田章政 ７１，１９０円 元岡山藩主 

１３ 平沼専蔵 ６１，６７０円 横浜の実業家 

１４ 鴻池善右衛門 ６０，３５４円 大坂の巨商 

１５ 浅野長勲 ５７，２４０円 元広島藩主 

１６ 松平頼聡 ５７，１５３円 元高松藩主 

１７ 山内豊景 ５３，９２０円 元高知藩主 

１８ 茂木惣兵衛 ５３，０２２円 高崎出身の実業家（松坂屋の創始者） 

１９ 藤堂高潔 ５２，２８５円 元津藩主 

２０ 久次米庄三郎 ５２，１３１円 阿波の藍商・材木商 

２１ 黒田長成 ５１，２３３円 元福岡藩主 

２２ 原善三郎 ５１，２１１円 横浜の実業家（現横浜銀行の設立者） 

２３ 鍋島直大 ５０，５９１円 元佐賀藩主 

２４ 本間光輝 ５０，０９６円 出羽の大地主 

  

土佐の浪人の子の岩崎弥太郎は、明治維新・廃藩置県・台湾出兵・西南戦争などで巨万の富

をなし、明治１８年に没しました。 巨万の富は、子と弟が分割しました。 

 明治２０年の国家予算は８８１６万円ですが、岩崎両家の年収はその１％を超えています。 

 【参考資料】 童門冬ニ監修、「幕末・維新のしくみ」、日本実業出版社、１９９８ 
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天皇家の財産  出典：「天皇家の経済学」 吉田祐二著 
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天皇財閥と他の財閥の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天皇家 

宮内省 

国策企業 

孫会社 

岩崎家 

三菱 

本社 

直系企業 

孫会社 

帝室経済会議 

宮内大臣 

宮内次官 

内蔵頭 

帝室林野局長官 

帝室会計審査局長 


